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ABOUT

拠点

人間情報インタラクション研究部門

サイバーフィジカルセキュリティ研究部門

インテリジェントプラットフォーム研究部門

人間社会拡張研究部門

インテリジェントシステム研究部門

情報・人間工学領域

研究企画室

連携推進室

つくばセンター
臨海副都心センター
柏センター
関西センター
北陸デジタルものづくりセンター

情報・人間工学領域

組織図

情報・人間工学領域は、情報技術と人間工学の融合を通じて

社会課題解決や産業競争力強化に貢献することを目指し、

ロボット・XR、人工知能、セキュリティ、デジタルプラット

フォーム、人間計測・評価・介入などの技術課題を設定し、優

れた研究成果を創出しています。

　情報・人間工学領域の特徴の一つは、情報学と人間工学に

またがる研究領域をカバーしていることです。多くの製品

やサービスにおいて、「人が安心して利用できる」、「人が製

品やサービスをどのように利用しているか適切に評価でき

る」、「人がより健康に生活するために行動変容を促す」な

ど、人に対するインタフェースが重要となる場面が数多く

あります。情報学と人間工学を融合させた私たちの研究開

発の成果は、これらの製品やサービスの価値向上の鍵にな

ると考えています。

　また、AIセーフティにおけるデータ品質やウェルビーイ

ングなどの国際標準化への貢献、AI研究開発用のオープン

な計算基盤であるABCIの運用など、公的研究機関として我

が国の産業競争力強化に資する活動にも取り組んでい

ます。

　進化の速度が速い最先端の情報技術を導入して競争力の

ある製品・サービスを実装するためには、研究の段階から事

業化の絵姿を描いていくことが必要です。情報・人間工学領

域 は 、基 礎 研 究 の 段 階 か ら 連 携 先 の 企 業 様 や A I S T 

Solutionsの事業化検討と一体的に研究開発を進めること

で、研究成果を着実かつ迅速に社会実装し、イノベーショ

ン・エコシステムの形成を目指しています。

　皆様のご理解とますますのご支援をお願い申し上げ

ます。

●

人工知能研究センター ●▲

▲

●▲

▲◆

■▼

情報は人々が現在の社会生活を送る上で不可欠な要素と
なっています。安全・快適で豊かな未来社会の実現には、情
報のサイバー空間と人間・社会のフィジカル空間相互の知
的情報を濃厚に融和させることが鍵となります。情報・人間

工学領域では、産業競争力の強化と豊かで快適な社会の実
現を目指して人間に配慮した情報技術の研究開発を行いま
す。また、情報学と人間工学を柱としたインタラクションに
よって健全な社会の発展に貢献します。

人と共栄する情報社会の実現

ごあいさつ

情報・人間工学領域長

田中 良夫

情報学と
人間工学の融合

ロボット・XR/AI
セキュリティ

人間計測・
評価・介入

AI 学習・解析
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デジタルプラットフォーム サイバーフィジカルセキュリティ



脳画像・脳波を用いた
心理・生理実験

動物を用いた
脳神経科学実験

VRやドライビングシミュレータ
を用いた行動実験

音楽・メディアコンテンツ技術

行動変容技術

疾患早期発見技術

性格特性の分類

視覚情報処理の
脳神経回路モデル

人の心身を理解し、介入する技術で

安全・安心・ワクワク
を創出

サービス
・
介入

計測・評価

モデリング

RESEARCH UNIT研究ユニット

人間情報インタラクション研究部門
人間情報インタラクション研究部門
は、人間生活の安全、安心、楽しみを科
学し、技術開発する組織です。生理学、
心理学、人間工学、情報学などの専門家
が集まり、連携することによって、人間
の心や身体の計測・評価とモデル化、人
間の身体特性を踏まえた使い勝手のよ
い技術の研究開発、人間の感性に響く
技術の研究開発、あるいは人間が喜び
や楽しみを感じる技術の研究開発に取
り組んでいます。研究開発に加えて、研
究成果の標準化にも取り組んでいま
す。社会的な課題の解決や産業競争力
の強化を念頭に、ヘルスケア、モビリ
ティ、メディアコンテンツをはじめと
するさまざまな人間生活に役立つ製品
やサービスの創出を行い、人々の生活
が豊かになることを目指しています。

人工知能研究センター
人工知能研究センターでは、人の価値
観に寄り添うAIにより支えられた、快
適で安心・安全な社会の実現を目指し
ています。このために、医療分野でのサ
イバーフィジカルシステムや創薬をは
じめとする「サイエンスへの応用」、AI
の判断根拠を明確にする「理解できる
AI」、そして安全性を保証し、人との相
互理解を深めることでAIに対する「信
頼の構築」に資する研究開発に取り組
んでいます。国内外の重要な研究機関
との戦略的な連携体制を構築し、民間
企業との共同研究などを通してアカデ
ミアとインダストリーをひと繋ぎにす
るなど、産業競争力の強化と豊かな社
会の実現に向けた研究を行っていま
す。

サイバーフィジカルセキュリティ研究部門
サイバーフィジカルセキュリティ研究
部門は、サイバー世界とフィジカル世
界が高度に融合する社会において、セ
キュリティ強化技術やセキュリティ評
価技術の開発、セキュリティを保証す
るスキームの構築を通じ、製品やサー
ビスの価値向上、産業や社会システム
の高度化を支える確固たるセキュリ
ティ基盤の構築に貢献します。我々は、
社会が現在実際に直面しているセキュ
リティ課題に対し、理論に裏打ちされ
た形でそれら課題を解決する技術の研
究開発を行います。さらには近い将来
顕在化する課題を予測することで、そ
れら課題に対応できる技術も先行して
研究開発していきます。

インテリジェントプラットフォーム研究部門
インテリジェントプラットフォーム研究部門は、データ駆動型のデジタル
社会において信頼できるAI技術の社会実装を加速するために、AI計算資源
高度化技術、超分散コンピューティング技術、サイバー空間とフィジカル空
間を融合する高度なデータ利活用技術、AIのセーフティ管理技術に関する
研究開発を進めています。さらに、さまざまな生成AIを活用し、ビジネス
ニーズに応じたAIソフトウェアの普及に向けた評価ガイドラインおよび国
際標準化の推進により、革新的なイノベーションへの貢献や、社会課題の解
決を支えるデジタル基盤の構築を目指します。

半導体設計 半導体製造
ソフトウェアの
インストール

機器組込から
廃棄まで

半導体や電子機器への不正機能の挿入を阻止する技術の開発

S/W code

ハードウェア版トロイの木馬

Physical World
フィジカル世界

Physical 
Object/Event

Cyber World
サイバー世界

Digital 
Object/Event
(Digital Twin of      ) Link 

Cyber and Physical Worlds
サイバーフィジカル世界

１： フィジカル世界への攻撃

２： サイバー世界への攻撃

３： 二つの世界のリンクへの攻撃

脅威１ 脅威２
脅威３

３つの脅威

Ø 秘密計算サーバ
は独立管理

Ø ユーザの分散片
に基づいて計算

相関乱数生成
用耐タンパー
ハードウェア

・各ユーザが自
分の秘密データ
を隠したままで処
理・分析が可能と
なる
・提案方式の特
長は、相関のあ
る乱数を用いた
効率的な処理

秘密計算
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人工知能技術の研究開発と実用化の好循環

国内外の大学・研究機関等と連携した国内最大の研究拠点
（客員研究員・クロスアポイントメントフェロー・リサーチアシスタント 等）

基礎研究・基盤志向のプロジェクト
実世界
基盤モデル

責任ある・
信頼できるAI

人と共に
進化するAI

AI for Human Life 
Services
サービス業、医療、介護、交
通インフラ等との融合、消費
者行動解析、サービス生産
性向上、自律移動支援

AI for Science/ 
Engineering
基礎科学との融合、生命科
学、臨床医学、材料科学等
の分野での仮説生成・実験
検証支援

AI for 
Manufacturing
ものづくり力や産業用ロボット
との融合、多品種少量生産
支援、異常・故障予測、製
造業の生産性向上

出口志向のプロジェクト スタート
アップ

技術移転技術移転
共同研究共同研究

起業起業
技術移転技術移転

企業

マルチモーダル
AI技術

標準タスク・応用

要素技術
人間行動
モデリング画像解析 言語・

知識処理 行動計画音声・音響
解析 シミュレーション

人工データ・
少量データ学習 人との協働 ロボットデジタル

ヒューマン基盤モデル



共同研究人間社会拡張研究部門
人間社会拡張研究部門は、生活や労働
の質の向上と持続可能で包摂的な社会
の実現を目指し、実環境とバーチャル
環境を融合した新たな社会形態を構築
する「インターバース技術」、心身や環
境の状態を計測・評価する「状態把握技
術」、動機づけや行動変容を促し、個人
と社会の相互作用を最適化する「介入
手法」、社会システムを設計・改善する

「サービスデザイン方法論」、および産
学官民の共創活動を支援する「ソー
シャルラボ」を活用した、包括的かつ実
践的な研究を推進しています。
　柏の葉と北陸を拠点に、地域との連
携を通じた社会課題の解決に貢献する
とともに、新たな社会価値の創出を図
ります。

インテリジェントシステム研究部門
インテリジェントシステム研究部門で
は、少子高齢化に伴う労働力不足と
いった社会課題の解決に貢献するた
め、人間の多様な活動を情報面・物理面
の両面から賢く支援する「インテリ
ジェントシステム」の研究開発を推進
しています。
　ロボティクス、AI、センシング、そし
て人と機械の協調を実現する自律制
御・安全といった要素技術を高度に融
合し、柔軟かつ知的に振る舞うロボッ
ト、自動運転移動サービス、ドローン、
パーソナルモビリティなど、実世界と
サイバー空間が連携するサイバーフィ
ジカルシステム（CPS）の構築を通じ
て、利便性と豊かさ、そして持続可能性
を兼ね備えた社会の実現を目指してい
ます。

COLLABORATION
さまざまな連携の枠組み

RESEARCH UNIT

産総研研究者の持つオリジナルな研究シーズによるコンサルティングが可能です。事業化に向けたさまざまな段階で、産総研研究
者がサポートします。

技術コンサルティング

産総研が運営するテーマ別の研究会です。複数の企業や大
学などの集まりを作り、産総研シーズを中心とした技術成
果の利用促進、新たな産学官連携の支援、そして、情報の収
集や提供による業界知見の底上げを行います。

コンソーシアム
“産総研のスペースを借りて”一緒に研究、“産総研の研究施
設・設備を借りて”事業の促進、そして、“産総研の持つ幅広
い分野の共用施設を利用して”研究の促進という制度もあ
ります。

施設利用

産総研の技術シーズを活用し、社会課題解決や産業競争力強化に向け
て、企業や大学などと産総研が一緒に研究を行います。
　����年�月より、企業資金を原資とした企業・大学などとの共同研究・
受託（請負）研究、そして技術コンサルティングは、株式会社AIST 
Solutionsが契約主体となって契約手続きを行います。

企業ニーズにより特化した研究開発を強力に推進
するため、企業が大型予算と在籍出向者を提供し、
産総研のエース級研究者と共同研究を行う制度で
す。企業名を冠した連携研究室／連携研究ラボを産
総研内に設置します。

● 冠ラボ

https://www.aist-solutions.co.jp/service/top.html
https://www.aist.go.jp/aist_j/information/

organization/kammuri_lab/index.html

https://www.aist.go.jp/aist_j/business/
alliance/consortium/index.html

https://www.aist.go.jp/aist_j/business/alliance/consulting/index.html

https://www.aist.go.jp/aist_j/business/alliance/style��.html

新技術・事業の探索や差別化ポイントの
明確化に向けた調査や企画の段階

事業化の段階

コンサルメニュー

有望なアイデアや技術シーズの事業化に
向けたブレークスルー・スケールアップの
ための研究開発段階

研究成果を事業化し、量産化技術を確立
する段階や、国際基準や認証制度などへ
対応する段階

● コンセプト共創
● 技術アドバイザー

● 分析・評価
● 技術アドバイザー

● 事業化サポート
● 技術アドバイザー

防災・警備のためのドローンリモート管制技術 ロボットの自律化と人との協調技術

モビリティや自動運転のための自己位置推定技術 ロボットの安全に関する研究や標準化

センサの
安全基準や

標準化

介護ロボットの安全

レベル4
自動運転

高度な自律作業を行うロボット

人と協働するロボット

パーソナルモビリティ

https://www.aist.go.jp/aist_j/business/
alliance/style��.html

LiDARによる高精度・
高速な自己位置推定

単眼カメラによる
頑健な自己位置推定

XR

心身状態計測・評価に基づく
状態把握技術

ソーシャルラボ

サービスシステム
デザイン

動機づけや行動変容を
促す介入手法

インターバース

サービスプロセス
分析

社会課題解決
ソーシャルイノベーション

合意形成支援
対話・協調作業支援

人間拡張 社会拡張
ロボット
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